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基づく人口、人口動態及び世帯数（平成 31 年 1 月 1 日現在）」によれば、2019
年 1 月 1 日時点で外国人住民数は全人口の約 2.1%にあたる 266 万 7199 人とな
っている。また日本政府観光局(JNTO)のウェブページによると、海外からの観
























1 2011 年以降、その数は右肩上がりであったが、2020 年は新型コロナウイルスの影響により大
幅な減少が予想されている。 
2 特に 2020 年は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、多くの教育機関でオンライン形式
の講義が積極的に提供されるようになった。 
3 詳細については第 1 章を参照されたい。 































5 詳細については第 2 章を参照されたい。 
6 詳細については 2.3 および 2.4 を参照されたい。 
7 セルバンテス文化センターが発行している報告書“El español: una lengua viva. Informe 
2020”によると 2020 年、世界で約 4 億 9 千万人がスペイン語を母語としている。これは中国
語に次いで世界 2 位である。また、スペイン語を母語とする人、限られたスペイン語能力を持


































査によると、日本人の英語力は英語を母語としない 100 カ国・地域中 53 位であ
る。これは前年の 49 位より 4 つ順位を落とした結果となっており「低い英語能
力」レベルであると認定された。また TOEFL iBT Tests の 2017 年の結果によ
れば、日本のスコア平均はリーディング 18 点、リスニング 18 点、スピーキン
グ 17 点、ライティング 18 点、合計が 71 点である。TOEFL のスコアは 120 点
満点で、リーディング・リスニング・スピーキング・ライティングそれぞれの
セクションにおいて 30 点が満点となっている。71 点というこの結果はアジア
圏の平均点 81 点を下回っている。 
本研究のおける調査の対象となっている高校生の英語力は、文部科学省発表の
平成 30 年度「英語教育実施状況調査」の結果から、CEFR（外国語の学習・教
授・評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠）の A2 レベル(英検準 2 級)相当の
英語力を有するのは高校 3 年生の 40.2%に留まる。また文部科学省の資料「平
成 29 年度英語教育改善のための英語力調査」によると、全国の高校 3 年生の英
語力の平均は聞くこと・読むこと・話すこと・書くことの全ての項目において
CEFR (ヨーロッパ言語共通参照枠)の A1 レベルに留まっており、特に話すこ
 5 
と・書くことは、その運用能力が低い。平成 30 年 6 月に閣議決定された「第３
期教育振興基本計画」では、高等学校卒業時 CEFR の A2 レベル相当以上を達
成する生徒の割合を 50%以上にすることが目標として掲げられているが、現在


























(Lozano 2012:30)。L2 を母語の後に学習される言語と定義し L2 以降の言語を
全て L2 と表記する場合もある9が、本稿では 2 番目に学習される言語のみを L2
 
9 Ellis(1997)は“second language acquisition”(第二言語)という用語が、母語の後に学習され
る全ての言語を含むことがあると言及し、L2 習得について論じる際には注意を払わなければな
らないと主張している。また Encinas & Gillon(2011)によると、一部の研究者の間では L2 習得


















いて、最近では L2 習得だけでなく、L3 習得に関する研究も増えている(Cenoz& 
Valencia 1994, Thomas 1988, Bild & Swain 1989, Safont Jordà 2005, Cenoz 









上記に示した L3 習得関連の研究の多くは、L2 が L3 に与える影響や母語が L2
に与える影響といった、既習の言語が学習言語にどのような影響を与えるかと
いう方向性の研究が主流であった。日本人が研究対象であるか否かにかかわら
ず、L3 が L2 に与える影響についてはこれまでのところ詳細な研究がなされて
いない。そこで本研究では、L3 が L2 に与える影響に関するケーススタディと










 バイリンガルの L3 習得とモノリンガルの L2 習得の比較や、L2 が L3 の習得








































el libro the book 
los libros the books 
el chico alto the tall boy 
la chica alta the tall girl 
Yo estudio. I study. 
Tú estudias. You study. 
Él estudia. He studies. 
Nosotros estudiamos. We study. 
Vosotros estudiáis. You study. 
Ellos estudian. They study. 









































 実験 1 は 2017 年 3 月、高校生を対象とした短期集中型のスペイン語講座
(Spanish Camp)の中で実施され、参加者 3 名の英語力の変化を予備実験と同様
に調査した。本実験については 2.2.3 で詳しく考察する。 
 実験 2 は 2017 年 8 月、高校生を対象とした短期集中型のスペイン語講座
(Spanish Camp)の中で実施され、参加者 11 名の英語能力の変化をこれまでの
実験同様に調査した。当該実験ではこれまでの実験とは異なり、筆記形式のデ
ータ収集に加えて口頭形式でのデータ収集も行った。本実験に関する詳細な考
察は 2.2.4 に記す。   
 
12 2017 年 3 月より、神戸市外国語大学キャンパス内で実施されている高校生向けの集中講義型
スペイン語講座である。講座の詳細については 3.3 で述べる。 
 10 
 実験 3 は 2018 年 8 月、高校生を対象とした短期集中型のスペイン語講座の中
で実施され、参加者 15 名の英語能力の変化をこれまでの実験同様に調査した。
当該実験では 3 度目の実験同様、筆記形式のデータ収集に加えて口頭形式での
データ収集も行った。詳しい考察は 2.2.5 で行う。 





終日の午前中に 2 回目の英語力診断テストを実施した。実験 4 の詳しい考察は
































 L3 学習開始前 L3 学習後 
予備実験 “Pingu - Pingu at the 
Wedding Party (HQ)”. Y
ouTube. 2013/03/23. [htt
ps://youtu.be/-VIhFGuVfS
0] (最終閲覧日 2020 年 8
月 27 日) 
“El Vendedor de Humo”. 
YouTube. 2013/01/15. [http
s://youtu.be/dwWqMgddes4]
 (最終閲覧日 2020 年 8 月 27
日) 
 
実験 1(筆記のみ) “Pingu - Pingu at the 
Wedding Party (HQ)”. 
YouTube. 2013/03/23. 
[https://youtu.be/-VIhFGu
VfS0] (最終閲覧日 2020 年
8 月 27 日) 
“El Vendedor de Humo”. 
YouTube. 2013/01/15. [http
s://youtu.be/dwWqMgddes4]
 (最終閲覧日 2020 年 8 月 27
日) 
 
実験 2(口頭のみ) 画像 1 画像 2 
実験 3(筆記) “El Vendedor de Humo”.
 YouTube. 2013/01/15. 
[https://youtu.be/dwWqM
gddes4] (最終閲覧日 2020
年 8 月 27 日) 
“Pingu - Pingu at the 
Wedding Party (HQ)”. 
YouTube. 2013/03/23. 
[https://youtu.be/-VIhFGuVf
S0] (最終閲覧日 2020 年 8 月
27 日) 
実験 3(口頭) “Chicken or The Egg”. Y
ouTube. 2013/06/09. [htt
ps://youtu.be/nfYPktsd9b
s] (最終閲覧日 2020年 8月
27 日) 
“Pocoyo 1x07 Estornudos”. 
YouTube. 2009/02/15. 
[https://youtu.be/QW2tYvut
dXc] (最終閲覧日 2020年 8月
27 日)  
実験 4(筆記) “Pingu - Pingu at the 
Wedding Party (HQ)”. 
YouTube. 2013/03/23. 
[https://youtu.be/-VIhFGu
VfS0] (最終閲覧日 2020 年
8 月 27 日) 
“El Vendedor de Humo”. 
YouTube. 2013/01/15. 
[https://youtu.be/dwWqMgd
des4] (最終閲覧日 2020 年 8
月 27 日) 




d9bs] (最終閲覧日 2020 年
8 月 27 日) 
HD "Alike " by Daniel 
Martínez Lara & Rafa Cano 
Méndez | CGMeetup”. 
YouTube. 2017/01/09. 
[https://youtu.be/PDHIyrfM
l_U] (最終閲覧日 2020年 8 月
27 日) 






























(1) Priest looked confused. 
 14 
---> [The] priest (looked → looks) confused.     (スペイン語 1, 2)13 
(2) And back to the his home. 
---> And [went] back to the his home.  (口頭 1, 12) 
 




生 22 名、中国語を専攻する 1 年生 26 名である。専攻言語の科目としてスペイ
ン語及び中国語を週に 6 コマ(1 コマ 90 分)学習しているため、広義では集中講
義形式14の外国語学習と呼ぶことができる。両言語の学生とも英語の授業を週 2
コマ履修している。 
 英語力診断テストは、5 月上旬と 7 月中旬に実施され、L3(中国語/スペイン語)

















13 例として、予備実験および実験 3 のインフォーマントの回答を引用した。 
14 Muñoz(2012)の研究での区分では、セミインテンシブとなる。なお集中講義形式の外国語学
習については第 3 章で詳しく論じる。 






◼ 単語数  
◼ 定冠詞  






中国語専攻・スペイン語専攻両方の学生が、1 回目よりも 2 回目の英語力診断テ
ストにおいてより多くの単語を使用したことがわかる(Note: 中国語専攻 p < 
0.01, スペイン語専攻 p < 0.01)。中国語専攻の学生はテスト 1 で平均 85.8 単語
を使用し、テスト 2 で 114 単語を使用していた。一方スペイン語専攻の学生は
テスト 1 で平均 77.6 単語を使用し、テスト 2 では 107.2 単語を使用していた。
L3 学習による影響も考えられるが、1 回目の英語力診断テストから 2 回目の英
語力診断テストの間に英語の授業を受けているため、使用単語数の増加の理由
が L3 学習だけであるとは言い難い。単語の増加率は両言語の学生で以下のよう
になり (中国語専攻 33%増 / スペイン語専攻 38%増)、スペイン語専攻の学生
でより増加率の高い結果となった。 
 























グラフ 2 定冠詞の使用数(1 人あたり) 
 
 
グラフ 2 からわかる通り中国語・スペイン語専攻両方の学生が 2 度目の英語力
診断テストでより多くの定冠詞を使用した(Note: 中国語専攻 p < 0.05, スペイ
ン語専攻 p < 0.01) 。中国語専攻の学生はテスト 1 で一人当たり 3.8 の定冠詞
を使用し、テスト 2 では 6.9 の定冠詞を使用していた。スペイン語専攻の学生
はテスト 1 で一人当たり 4 の定冠詞を使用し、テスト 2 では 10.1 の定冠詞を使
用していた。その伸び率を見ても、明らかにスペイン語の学生の使用が増加し






























を専攻した学生の結果も有意なものとはならなかった(Note: 中国語専攻 p > 















(3) This may be the wedding party.    
 
---> This may be (the → a) wedding party.   (スペイン語 1, 6) 
 
(4) And then his dog changes to the big black dog.  
 


















(スペイン語 2, 7) 
 
(5) A man seems to be annoying by the someone’s late arriving.  
 
---> A man seems to be (annoying → annoyed) by the someone’s late arriving.  
(中国語 1,14) 
 
(6) He changed child’s paper plane to the one which can move itself   [...]  
 
---> He changed [the] child’s paper plane [in]to the one which can move itself 
[...] 







グラフ 4 定冠詞の脱落数(1 人あたり) 
 
 
グラフ 4 に示されているように、中国語専攻の学生の結果では 2 回目の英語力
診断テストにおいてより定冠詞の脱落が増加した(Note: p < 0.05) 一方で、スペ
イン語専攻の学生の結果では脱落が減少した(中国語専攻 213%増 / スペイン
語専攻 33%減)。この結果を見る限り、L3 としてのスペイン語の学習が日本語
にない冠詞への意識を高め、英語のアウトプットにおいてもその影響が出たと

















(7) And mother putting her grandfather on chair, he broke his leg. 
 
---> And [the] mother [is] (putting → placing) her grandfather on (a) chair, 
(since) he broke his leg.  (中国語 1, 14) 
 
 
(8) Priest looked confused. 
 
---> [The] priest (looked → looks) confused. (スペイン語 1, 2) 
 
 
(9) Boy’s plane returns to just a trash [...] 
 


















て、中国語専攻の学生はトータルで 113、スペイン語専攻の学生は 73 の不定冠
詞を使用した。一人当たりの使用回数は中国語専攻の学生では一人当たり約 5
回、スペイン語専攻の学生では約 3.5 回である。2 回目の英語力診断テストの結
果では、中国語専攻の学生はトータルで 207、スペイン語専攻の学生は 123 の
不定冠詞を使用し、両方の言語の学生の結果において不定冠詞の使用に増加が
みられた(Note: 中国語専攻 p < 0.01, スペイン語専攻 p < 0.03)。スペイン語の
学生に比べると中国語の学生の結果においてより多くの使用が見られる(中国語
 20 
専攻 84%増 / スペイン語専攻 69%増)。 
 














































(10) At a ten o’clock [...] 
 
---> At a ten o’clock [...]   (中国語 1, 20) 
 
 
(11) In final scene, a animal carrying a camera appear [...] 
 
---> In [the] final scene, a[n] animal carrying a camera appear[s]. 
(スペイン語 1, 21) 
 
(12) Then man changed a angry man’s dog. 
 
---> Then man changed a[n] angry man’s dog.  (中国語 2, 1) 
 
 
(13) And then a dog become bigger than before. 
 
---> And then (a → the) dog (become → became) bigger than before.   


































100%増 / スペイン語専攻 12%増)。スペイン語専攻の学生の結果をテスト 1 と
2 で比べると、確かに脱落が増加してはいるが t 検定の結果その差は有意でない
ことがわかっている(Note: p >0.75) 。一方で中国語専攻の学生の結果からはテ
スト 1 と 2 の間に有意差が見られた(Note: p <0.02) 。 
 





(14) Baby was born from an egg. 
 
---> [A] Baby was born from an egg.  (スペイン語 1, 22) 
 
 
(15) The dog became strong, big and cool dog. 
 

















(16) It seems like party. 
 
---> It seems like [a] party.    (中国語 1, 1) 
 
 
(17) He changed wood to airplane. 
 
---> He changed [a] wood [stick] [in]to [an] airplane.   (スペイン語 2, 2)  
 













(Note: p < 0.03)。 
 
 



















(18) A seals broke the camera [...] 
 
---> A seals  broke the camera [...]  (中国語 1, 5) 
 
 
(19) One of those penguin look at the ice at 10 o’clock. 
 
---> One of those penguin[s] look[s] at the ice at 10 o’clock.   (中国語 1, 26) 
 
 
(20) A big dog try to catch it. 
 
---> A big dog (try → tries) to catch it.   (中国語 2, 10) 
 
 
(21) A boy have a wodden stick and [...] 
 
---> A boy (have → has) a (wodden → wood) stick and [...]   (中国語 2, 20) 
 
 
(22) The old penguin are talking about his injured leg. 
 
---> The old penguin (are → is) talking about his injured leg.      
(スペイン語 1, 7) 
 
(23) One camera break down. 
 


































2.2.3 実験 1 (2017年 3月)  
 
  2017 年度春の講座は全 8 日間、合計 40 時間実施され、兵庫県内の高等学校
















2.2.3a 実験 1の結果 
 





◼ 単語数  
◼ 定冠詞  






グラフ 9 使用単語数 
 
 
 グラフ 9 から分かるように、全てのインフォーマントがテスト 2 でより多く






























グラフ 10 定冠詞の使用数 
 
 
 グラフ 10 の通り、全ての講座受講者がテスト 2 においてより多くの定冠詞を
使用した。その増加は A で 14 倍、B で 3.4 倍、C で 2.4 倍となっている。 
 
グラフ 11 定冠詞のエラーの割合 
 
 
 グラフ 11 は使用された定冠詞のうちエラーの割合をしめしたものである。グ
ラフ 10で見たように全てのインフォーマントがテスト 2でより多くの定冠詞を
使用していたが、それに伴い、グラフ 13 にあるようにエラーの割合も A と B
では増加した。その一方で、C のインフォーマントは定冠詞のエラーの割合が





































グラフ 12 定冠詞の脱落 
 
 
  定冠詞の脱落のエラー数に関してはグラフ 12 の通り、全てのインフォーマ
ントの結果において、テスト 2 での脱落のエラー数が減少している(A: 3→ 0, B: 




























グラフ 13 不定冠詞の使用数 
 
 
 グラフ 13 の通り、全ての講座受講者がテスト 1 に比べ 2 でより多くの不定冠
詞を使用した(A: 14→ 18, B: 0 → 6, C: 7 → 11)。しかしながら定冠詞使用の結




グラフ 14 不定冠詞のエラーの割合 
 
 












































全ての受講者の結果において不定冠詞の脱落のエラーが減少した(A: 0 → 0, B: 
2 → 0, C: 4 → 2) 。実験 2 では不定冠詞の脱落のエラーがインフォーマント全
体でもほぼ０となっている。 
 
2.2.3b 実験 1の考察 
 









2.2.4 実験 2 (2017年 8月) 
 
 2017 年度夏の講座は 8 月 21 日から 8 日間の日程で実施され、兵庫県内の高
等学校に通う高校生 11 名が参加した。講座初日および最終日に英語のレベルチ





































◼ 単語数  
◼ 定冠詞  






 1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの平均使用単語数が 159 語であっ
たのに対し、2 回目の英語力診断テストでは 169 語であった。インフォーマン
トごとの結果を見ると、使用単語数が 67%増加した者もいた。しかしながら t














グラフ 16 冠詞の使用総数 
 
 
グラフ 16 から分かる通り、定冠詞の使用数はテスト 1、2 で大きな変化はなか
ったが、不定冠詞の使用は実験 2 で大きく減少している。一人当たりの使用数
は定冠詞で 7.8 から 7.5(Note: p > 0.05)と変化した。不定冠詞では 15.5 から 7
と変化したが、t 検定によれば有意な差ではない(p > 0.05)。これは 2 回目の英
語力診断テストで不定冠詞の使用が大幅に減少16したインフォーマントが 1 名
いたことが原因ではないかと考えられる。 

























グラフ 17 冠詞のエラーの割合 
 
 
1 回目の英語力診断テストでは定冠詞のエラー総数が 0、2 回目の英語力診断テ
ストでは 1 になった。不定冠詞についてはエラー総数が 7 から 5 に変化してい
る。グラフ 17 の通り、エラーの割合は定冠詞で 0%から 1.7%、不定冠詞で 3.1%
から 8.9%と変化した。特に不定冠詞については、使用数が減少しているにも関
わらずエラーの割合は増加しているが t 検定の結果によればどちらも有意な差
ではない(Note: p > 0.05)。冠詞のエラーについても、これまでの実験結果とは
異なるものとなった。 
 実験結果をインフォーマントごとに観察すると、インフォーマント A は不定
冠詞のエラーが 4 から 1 に減少、インフォーマント G のエラーは 2 から 0 に減
少するなどポジティブな変化が見られたケースもあった。一方で、1 回目の英語
力診断テストではエラーがなかったにも関わらず、2 回目の英語力診断テストで




(24) A monkey is walking around a mountain. 
 
---> (A → The) monkey is walking around (a → the) mountain. (テスト 1, 1) 
 
 
(25) And there is a two person who is in front of the monkeys. 
 
---> And there (is → are) (a → ∅) two person[s] who (is → are/stay) in front 




















(26) People can watch them, a monkeys are eating banana[...] 
 
---> People can watch them, (a → ∅) monkeys are eating banana[s][...]  
(テスト 1, 6) 
 





の脱落が 4.1 から 3.4 に減少し(Note: p ＞ 0.05)、不定冠詞では 1.5 から 1.9 に
増加した(Note: p ＞ 0.05)。t 検定の結果によれば、どちらにおいてもその差は
有意なものではない。 







(27) The woman who show the place of rest room has a plate. 
 
---> The woman who (show → shows) the place of [the] rest room has a 
plate.   (実験 2, 1) 
 
 
(28) This is restaurant. 
 




















(29) In the front of entrance there are three people. 
 
---> In (the → ∅) front of [the] entrance there are three people. (実験 2, 4) 
 
 
(30) There are many people in zoo. 
 
















  統語的エラー 意味・語用論的エラー 
実験 2(1) 2 5 
実験 2(2) 0 5 
表 3 冠詞のエラー数、種類別の統計 (実験 2) 
 












グラフ 19 人称および数の一致に関するエラー 
 
 
結果はグラフ 19 のとおりである。1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの
エラーが 6.3 であったのに対し、2 回目の英語力診断テストでは 4.6 に減少した





(31) There is two animals and a woman[...] 
 
---> There (is → are) two animals and a woman[...]  (テスト 1,3) 
 
 
(32) There are two waiter, there are three waitress. 
 
---> There are two waiter[s], there are three waitress[es].  (テスト 2, 5) 
 
 
(33) A woman and a man is watching four monkeys[...] 
 




(34) There is two book on the table. 
 
























(35) There is… There are two trees.     
 
--->  There (is → are) two trees.   (テスト 1, 1) 
 
 
(36) And other pair talks…talk….  
 
--->  And other pair (talks → talk)...   (テスト 1, 2) 
 
 
(37) The two couples in front of bears were…ah… are taking a picture.  
 
--->  The two couples in front of bears (were → are) taking a picture.    




(38) And there is one man who are, who is going to order his plate but and 
telling to waiter[…]  
 
---> And there is one man who (are → is) going to order his plate but and 
telling to waiter[...]   (テスト 2, 7) 
 
 
(39) … I think he come back, he will come back.  
 
---> ... I think he (come → will come) back.   (テスト 2, 7) 
 
 
(40) There are twelve people in the, a restaurant[…] 
 








2.2.4b 実験 2の考察 
 










2.2.5 実験 3 (2018年 8月) 
 
















◼ 単語数  
◼ 定冠詞  
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 まずは口頭形式の英語テストの結果を分析する。初日の欠席者 1 名を除く 14








に対し、2 回目の英語力診断テストでは 167 語であった。t 検定によると、これ















グラフ 20 冠詞の使用総数 
 
 
結果はグラフ 20 のとおりである。2 回目の英語力診断テストにおいて定冠詞の
使用が増加した(32%増)。一人当たりの使用数では 10.2 から 13.4 に増加してい
る。t 検定の結果においてもこれは有意な差であることがわかった(p < .05)。イ
ンフォーマントごとの数字を詳細に見てみると 12 人中 8 人が 2 回目の英語力診
断テストでより多くの定冠詞を使用している。一番差の大きいインフォーマン
トでは定冠詞の使用が 2 から 21 にまで増加している。 
 不定冠詞については 2 回目の英語力診断テストで使用総数が減少した(21%
減)。一人当たりの使用で 6 から 5.3 に減少した。しかし t 検定によると、これ































力診断テストでは定冠詞の総エラー数が 17 であったのに対し、2 回目の英語力
診断テストではその数が 3 に減少した。上記のグラフ 23 の通り、エラーの割合
は 13.9%から 1.9%に減少している。1 回目の英語力診断テストでは定冠詞のエ




差であることがわかった(p < 0.03)。 
 不定冠詞については、1 回目の英語力診断テストでは総エラー数が 26 であっ
たのに対し、2 回目の英語力診断テストではその数が 23 に減少した。上記のグ
ラフ 21 の通り、エラーの割合は 36.6%から 41%に増加した。不定冠詞について
はエラー数が減少してはいるものの、エラーの割合は増加している。t 検定の結




(41) Suddenly the bird is coming to the restaurant [...] 
 
---> Suddenly (the → a) bird is coming [in]to the restaurant[...]  




















(42) And back to the his home. 
 
---> And [went] back to the his home.  (口頭 1, 12)  
 
 
(43) A boy put the yellow block on the tower [...] 
 





(44) And a pigs... give his wife a breakfast. 
 
---> And (a → the) pig… give[s] his wife a breakfast.  (口語 1, 11) 
 
 
(45) because the there is an flower near the desk.    
                      
---> (because → but) the there is (an → a) flower near the desk. (口語 1, 9) 
 
 
(46) but… the elephant broke… broke a block again. 
 
---> but… the elephant broke… broke (a → the) block again.  (口語 2, 2) 
 
 
(47) After that a bird is angry. 
 









では一人当たりの定冠詞の脱落が 1.3 であったのに対し、2 回目の英語力診断テ









 不定冠詞においては 1 回目の英語力診断テストで一人当たりの脱落が 1.6、2
回目の英語力診断テストにおいて 2.1 と 2 回目の英語力診断テストでより多く




              
(48) Pig meet chicken. 
 
---> [The] pig meet[s] [the] chicken.   (口語 1, 1) 
 
 



















---> Then a bird… come[s] to... [the] shop.   (口語 1, 7) 
 
 
(50) And boy is running around… 
 





(51) After that they have date to the m.. see movie.     
               
---> After that they have [a] date to the m.. see [a] movie.   (口語 1, 6) 
 
 
(52) so she... little bit um disappointed him.      
 
---> so she [was] [a] little bit um disappointed [with] him.  (口語 1, 8) 
 
 
(53) Boy is playing with elephante duck...      
       









グラフ 23 人称および数の一致に関するエラー 
 
 
人称および数の一致に関するエラーはグラフ 23 のとおり。1 回目の英語力診断
テストでは一人当たりのエラーが 6.9 であったのに対し、2 回目の英語力診断テ







(60) and he go down out from his house.    
        
---> and he (go → goes) down out (of → from) his house.         (口語 1, 8) 
  
 
(61) But uhh one... bird appear in front of him. 
 
---> But uhh one... [a] bird appear[s] in front of him. (口語 1, 12) 
 
 
(62) Tower become very high… 
 





いて分析する。全体での自己修正の数は第 1 回目の英語力診断テストで 2 ケー














(54) Then (a → the) pig found a beautiful bird...            (口語 1, 2) 
  
 
(55) but he brought corns and flowers and picture. 
 
 ---> but he (bring → brought) corn and flowers and [the] picture.    
(口語 1, 3) 
 






(56) and duck... and (a → the) duck put a block…           (口語 2, 2) 
 
 
(57) and suddenly again the elephants (broke the building → broke building). 
   (口語 2, 5) 
 
  
(58) (A boy is trying to... the box uh → the boy gave the box) to the duck.  
 (口語 2, 3) 
  
(59) and (a duck hm... and... and → the duck)...         (口語 2, 10) 
 









































 2017 年までの研究では 2 回目の英語力診断テストにおいてより多くの単語を
使用する傾向があった。しかし今回、1 回目の英語力診断テストでの一人当たり
の平均使用単語数は 131 語、2 回目の英語力診断テストでは 122 語となりその
数は減少した。しかし t 検定によると、これは有意な差ではないことがわかっ









グラフ 24 冠詞総数 
 
 
グラフ 24 からわかる通り、2 回目の英語力診断テストにおいて定冠詞の使用が
減少した。t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p > .05)。一人当
たりの使用数では 7.9 から 5.6 に減少している。インフォーマントごとの数字を
見ると 14 人中 3 人が 2 回目の英語力診断テストでより多くの定冠詞を使用して
いることがわかった。しかしその他のインフォーマントにおいては定冠詞の使
用が減少している。 
 不定冠詞についても 2 回目の英語力診断テストでその使用総数が減少した。
具体的には、一人当たりで 7.5 から 5.3 に減少した。 t 検定の結果によればこ

























ストでは定冠詞の総エラー数が 7 あったのに対し、2 回目の英語力診断テストで
はその数が 6 になった。グラフ 25 の通り、エラーの割合は 6.3%から 7.6%に増
加している。t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p > 0.05)。1 回
目の英語力診断テストでは定冠詞のエラーが 14人中 5人のインフォーマントの




16 であったのに対し、2 回目の英語力診断テストではその数が 3 に減少した。
上記のグラフ 25 の通り、エラーの割合は 15.2%から 4.0%に減少した。t 検定の
結果によればこの差は有意なものではないことがわかった(p > 0.05)。 
 
エラーの例(定冠詞)： 
              
(63) The man was the person who can use magi… 
 
---> The man was (the → a) person who can use magi…     (筆記 1, 12) 
  
 
(64) A young man took the boy’s stick. 
 



















(65) People who live in the town, bring the old things again… 
 
---> People who live in the town, bring (the → their) old things again…  
(筆記 1, 9) 
 
 
(66) The party was held on. 
 




(67) A magician used a magic and [...] 
 
---> (A → The) magician used a magic and [...]               (筆記 1, 6) 
  
 
(68) And a one man ask him to change a dog. 
 
---> And a one man ask[s] him to change a dog.               (筆記 1, 11) 
 
  
(69) They seem to try holding the wedding party… 
 
---> They seem to try holding (the → a) wedding party…      (筆記 2, 4) 
 





る。結果はグラフ 26 のとおりである。1 回目の英語力診断テストでは一人当た















と増加した。t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p > .05)。予備
実験、および 2017 年 3 月の実験ではスペイン語学習を通して冠詞の脱落が減少
するという結果が出ていたが、今回の実験では口頭形式、筆記形式両方の実験
においてそれとは異なる結果となった。 
 定冠詞と同様、不定冠詞においても 2 回目の英語力診断テストにおいてより
多くの脱落がみられた。t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p 





(70) … but people in village were upset.   
       
---> … but people in [the] village were upset.     (筆記 1, 13) 
  
 
(71) First boy came here and… 
 
---> [The] first boy came here and…           (筆記 1, 10) 
 
              
(72) He approached a child, and he took child’s stick. 
 
---> He approached a child, and he took [the] child’s stick.    (筆記 1, 1) 
  
 
(73) Black child penguin laughed a lot. 
 





(74) It falls on dog’s head. 
 
---> It falls on (a) dog’s head.  (筆記 1, 7) 
  
 
(75) A man who has brown hair, red jacket and pointy nose was sitting on a 
stair in public place. 
 
---> A man who has brown hair, (a) red jacket and (a) pointy nose was sitting 
 52 
on a stair in (a) public place.  (筆記 1, 13) 
  
 
(76) There is big cake on the other table. 
 
---> There is (a) big cake on the other table.       (筆記 2, 1) 
 
 ここからは冠詞のエラーをより詳細に分類して考察する。実験 2 の考察と同
様、水野(2000)の冠詞の分類を使用する。 
 
  口頭形式 筆記形式 
実験 3(1) 4 3 
実験 3(2) 0 0 
表 4 冠詞の統語的エラー数 (実験 3) 
 
  口頭形式 筆記形式 
実験 3(1) 78 82 
実験 3(2) 152 76 


















グラフ 27 人称および数の一致に関するエラーの数 
 
 
グラフ 27 の通り、1 回目の英語力診断テストでは一人当たりのエラーが 3.5 で
あったのに対し、2 回目の英語力診断テストでは一人当たりのエラーが 2.6 と減











(80) They can get good thing. 
 
---> They can get good thing[s].           (筆記 1, 1) 
  
 
(81) The magic change an old woman into a pretty lady. 
 




















---> People around the baby looks very happy.   (筆記 2, 4) 
  
 
(83) But he haven’t come here. 
 












(77) (A → The) boy became really happy…  (筆記 1, 13) 
  
 
(78) (A → The) boy playing with [the] rocket started… (筆記 1, 13) 
  





(79) Everyone (forget → forgets) the (hasband → husband) (don’t - doesn’t) 
come.   (筆記 2, 7) 
  
 
2 回目の英語力診断テストでは、自己修正のケースが 1 件見つかった。否定形
don’t を主語に応じた三人称単数の形に訂正している。筆記形式の実験では自己






















2.2.5d 実験 3の考察 
 




は異なる側面である U 字型の学習(U-shaped learning)と考えられる、言語習得
過程に見られる現象を確認することができた。Susan(2013)によればこの現象は、























2.2.6 実験 4 (2019年 8月) 
 
 2019 年度の講座は 8 月 19 日から 9 日間の日程で実施され、兵庫県内の高等















◼ 単語数  
◼ 定冠詞  



















 1 回目の英語力診断テストでの使用総単語数は 1163 語、一人当たりの使用単
語数は 129 語となり、2 回目の英語力診断テストでは使用総単語数が 1390 語、
一人当たりの使用単語数は 154 語となった。初期の実験の結果と同様、一人当










グラフ 28 冠詞総数 
 
 
結果はグラフ 28 のとおり。2 回目の英語力診断テストにおいて定冠詞の使用が
大幅に増加した(62%増)。定冠詞の一人当たりの使用数では 5.3 から 13.9 に増
加している。t 検定の結果においてもこれは有意な差であることがわかった(p < 
0.03)。インフォーマントごとの数字を詳細に見てみると、9 人中 8 人が 2 回目
の英語力診断テストでより多くの定冠詞を使用していた。一番差の大きいイン
フォーマントでは定冠詞の使用が 5 から 29 にまで増加している。 
























ースをエラーと呼ぶことにする。上記のグラフ 29 の通り、1 回目の英語力診断
テストにおける定冠詞のエラーの割合は 8.3%から 6.4%に減少したが、t 検定の











(84) Then and he gave her a beautiful flower and they went to the movie[...] 
 
---> Then and he gave her a beautiful flower and they went to (the → a) 
movie [...]19  (実験 1, 8) 
 


















(85) At the morning he cook the breakfast and present her. 
 
---> (At → In) the morning he cook[s] (the → ∅) breakfast and [gives her a] 
present.   (実験 1, 5) 
 
 
(86) And a boy is drawing the picture[...] 
 





(87) A teacher told a boy to study English but [...] 
 




(88) A pig meets a chicken woman. 
 
---> (A → The) pig meets a chicken woman.   (テスト 1, 2) 
 
 
(89) A man is typing. 
 
---> (A → The) man is typing.   (テスト 2, 2) 
 


















フ 30 のとおりである。1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの定冠詞の不
必要な脱落が 0.9 であったのに対し、2 回目の英語力診断テストでは 2.2 と増加
した。しかし t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p > 0.05)。 
 不定冠詞の脱落の結果を見ると、1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの






(90) The boy and father hugged then father become blue. 
 
---> The boy and father hugged then [the] father become[s] blue.   
(テスト 2, 3) 
 
 
(91) A boy is looking at violin. 
 
---> A boy is looking at [the] violin.   (テスト 2, 2) 
 
 
(92) Father’s body color changed blue. 
 





(93) [...]he went to restaurant and he try to eat egg[...] 
 
---> [...]he went to [a] restaurant and he tryies to eat egg[s] (テスト 1, 7) 
 
 
(94) [...]if he eat egg, he choose the egg. 
 
---> [...]if he eat[s] [an] egg, he choose[s] the egg.   (テスト 1, 1) 
 
 
(95) And very fun, very happy day.  
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グラフ 31 人称および数の一致に関するエラー 
 
 
グラフ 31 の通り、1 回目の英語力診断テストでは一人当たりのエラーが 6.3 で
あったのに対し、2 回目の英語力診断テストでは一人当たりのエラーが 5.8 と減




(96) He, they takes photo and they get up. 
---> They takes [a] photo and they get up.   (テスト 1, 5) 
 
 
(97) But there are a park. 
---> But there (are → is) a park.  (テスト 2, 7) 
 
 
(98) He made her sad but he find a flower and he gave it her. 
---> He made her sad but he find[s] a flower and he gave it to her.  




















例について分析する。自己修正の数は 1 回目の英語力診断テストで 2, 2 回目の





(99) There were, there is a beautiful chicken, beautiful woman.  
 
---> There (were → is) a beautiful chicken, beautiful woman.  (テスト 1,1) 
 
 
(100) The pig woman and chicken wo…. is… are… eating. 
 




(101) Then, the father become, became white. 
 
---> Then, the father (become → became) white.   (テスト 2, 3) 
 
 
(102) [...] the boy have to write, had to write A B C [...] 
 
---> [...] the boy (have → had) to write A B C [...]   (テスト 2, 3) 
 
 
(103) There’re, is a tree.  
 
There (are → is) a tree.    (テスト 2, 5) 
 




























 1 回目の英語力診断テストでの使用総単語数は 942 語、一人当たりの使用単
語数は 104.7 語となり、2 回目の英語力診断テストでは使用総単語数が 971 語、
一人当たりの使用単語数は 107.9 語となった。初期の実験の結果と同様、一人
当たりの使用単語数は増加した。しかしながら t 検定の結果によればこの差は有












グラフ 32 冠詞の総数 
 
 







 不定冠詞について見ると 2 回目の英語力診断テストで使用総数が増加し、一
人当たりの使用では 5.1 から 6.7 に変化した。t 検定によると、これは有意な差
ではないことがわかった(p > .05)。 
 


































ースをエラーと呼ぶことにする。上記のグラフ 33 の通り、L3 学習前後で定冠








(104) The plane returned to the branch.  
 
---> The plane (returned → changed) [back] [in]to (the → a) branch.  




(105) A dad of this family talks with a man.  
 
---> (A → The) (dad → father) of this family talks with a man. (テスト 2, 5) 
 
 
(106) A black penguin carried a his present. 
 A black penguin carried a his present.20    (テスト 2, 4) 
 
























フ 34 のとおり。1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの定冠詞の不必要な
脱落が 1.2 であったのに対し、2 回目の英語力診断テストでは 1.4 と増加した。
t 検定の結果によればこの差は有意なものではない(p > 0.05)。 
 不定冠詞の脱落の結果を見ると、1 回目の英語力診断テストでは一人当たりの
脱落が 1.4、2 回目の英語力診断テストにおいて 1.7 となっている。t 検定の結




(107) The man uses power a lot and the people of that city is happy. 
 
---> The man uses [the/his] power a lot and the people of that city (is → are) 
happy.    (テスト 1, 5) 
 
 
(108) A green penguin woman introduced her son to black child penguin. 
 
---> A green penguin woman introduced her son to [the] black child penguin. 




(109) Then a man asked him to change the man’s dog to stronger one. 
 
---> Then a man asked him to change (the man’s → his) dog [in]to [a] 
stronger one.   (テスト 1, 3) 
 
 
(110) They are angry, but mother of another family...  






グラフ 35 人称および数の一致に関するエラー 
 
 
人称および数の一致に関するエラーの結果はグラフ 35 のとおり。1 回目の英語
力診断テストでは一人当たりのエラーが 2.7 であったのに対し、2 回目の英語力
診断テストでは一人当たりのエラーが 1.6 と減少した(41%減)。t 検定の結果に




(111) Black man hug green man. 
 
---> [The] black man hug[s] [a] green man.   (テスト 2,2) 
 
 
(112) Many people that was watching that asked him to change their things. 
 
---> Many people (that → who) (was → were) watching that asked him to 
change their things.   (テスト 1,6)  
 
 
(113) Two black penguin saw green penguin’s egg. 
 
























  口頭形式 筆記形式 
実験 4(1) 0 0 
実験 4(2) 1 1 
表 6 冠詞の統語的エラー数 (実験 4) 
 
  口頭形式 筆記形式 
実験 4(1) 41 32 
実験 4(2) 48 41 
表 7 冠詞の意味・語用論的エラー数(実験 4) 
 
冠詞の統語的エラー(共起エラー・語順エラー)については表 6 の通り、口頭形
























2.2.6d 実験 4の考察 
 















































 オンライン雑誌通販サイト Fujisan.co.jp には NHK 語学番組テキストの売上
ランキングが掲載されている。このデータを見ると日本において人気のある外
国語が何かを知ることができるが、2020 年 11 月末の時点で定期購読者の多い
雑誌のうち上位 4 位までは英語関連の講座の教材である。英語以外の外国語テ
キストの中で最も人気なのは韓国語で同ランキングでは 5 位に入っている。そ
の他の外国語の順位は、10 位 中国語、12 位 フランス語、14 位 イタリア語、
18 位 ドイツ語、19 位 スペイン語、20 位 ロシア語という順で並んでいる22。 










の購読者ランキングでは 1 位 中国語、6 位 フランス語、8 位 スペイン語、9 位 韓国語、13 位 
ドイツ語、14 位 イタリア語という順位になっている。 
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ト“El español: una lengua viva. Informe 2020”は、日本のスペイン語学習者
は 6 万人と推定している。しかしながら日本のスペイン語学習者に関するデー
タは少なく当該のレポートからは 2018-2019 年にセルバンテスセンターで 907
人の学生がスペイン語コースを受講したというデータしか読み取ることができ
ない。ここ数年間のレポートを見てみると 2015-2016 年は 869 人、2016-2017









れば、平成 30(2018)年 5 月 1 日時点で、スペイン語の授業を開講している高等
学校数は 96 校、履修者は 2863 名である。また、平成 11 年度から平成 26 年度









































































































































 センター試験制度が導入された 1990 年当初、「外国語」教科の選択肢は英語、
ドイツ語、フランス語の 3 言語のみであった。その後、1997 年度からは中国語、

























28 独立行政法人 大学入試センター 「受験者数・平均点の推移 (本試験) 平成 30 年度～令和 2
年度センター試験」, 2020 (最終閲覧日 2020 年 9 月 18 日) [https://www.dnc.ac.jp/sp/center/
suii/h30.html]によると、令和 2 年度の結果では英語の平均点が 58.15 点、ドイツ語 73.95 点、



























教育再生実行会議で論じられてきた。2015 年 1 月に文部科学省より発行された
「高大接続改革実行プラン」は現在進行中の改革の元となっている。同プラン



























3) 認定された民間試験の結果の利用には、各試験と CEFR の段階別成績表
示による対照表を活用する。 
 
 共通テストは、現在の大学入試センター試験同様 1 月半ばに実施され、その
移行は当初二段階で行われる予定であった。第一段階は現在の学習指導要領で







筆記試験が 80 分間、リスニング試験が 60 分間（うち 30 分間は、機器の取り扱
いの説明）である。有効な認定試験として認められているのは、ケンブリッジ




ついて」[http://www.dnc.ac.jp/news/20180326-02.html] (最終閲覧日 2020 年 11 月 17 日) に


































































30 分、計 5 日間に渡って講座を受講した。また合宿型の集中英語講座「サイエンスサマーセミ












ペアを 4 セッションに渡って学習した。学生を、全セッションを 1 日で学習す
るパターン、1 日おきに 1 セッション学習するパターン、14 日おきに 1 セッシ
ョン学習するパターンの 3 グループに分け、各セッション終了後と全セッショ
ン終了 14 日後にテストを行った。2 回目から 4 回目のセッション終了後のテス
トでは、全セッションを 1 日で学習するパターンの学生と、1 日おきに 1 セッ
ション学習するパターンの学生がより良い結果を出した。一方で、最終セッシ


















3.3 集中講義形式(intensive)の教授法 -「Spanish Camp」の例- 
 
















である。2017 年から 2018 年にかけては全 8 日間、合計 40 時間の講座を計 3
回実施した。本来は計 45 時間、つまり大学の授業 1 コマの 1 年間の授業時間と
同じ時間数を設定していたが使用施設の問題・学生35の予定を考慮した結果、最
終的に合計 40 時間での実施となった。2019 年に実施した講座では使用施設の






































Técnica Superior de Arquitectura de Madrid (マドリッド高等建築技術学校)で
教鞭を執る Eve Marie Bauder 教授による集中講義である。この集中講義は神
戸市外国語大学大学院の授業の一環として実施され、筆者は学生として講座に




































メイビン(2017)の講座では 8 名、Spanish Camp は 15 名を 1 クラスの上
限としている。 
 
 Spanish Camp に参加した学習者と同様、メイビン(2017)でも学習者は教科
書を使った学習に慣れており、最初のうちは不安な反応を示すが、聞き取り、
及び発音スキルは本形式の講座を受講することにより向上すると述べられてい














の外国語学習／ Action-Based Language Empowerment (ABLE)」にあるという。ABLE の詳
しい教授法については Maybin&Batten(2008)及びメイビン(2017)を参照されたい。 
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3.4 「外国語教育のめやす」や CEFRとの比較 
 
 現在日本では教育革新に関する取り組みが盛んに行われている。第 1 章でも
述べた通り、大学入試制度の変化に伴って英語の民間試験の導入が検討されて























 斎藤(2019)によれば、『めやす』と CEFR にはいくつかの共通点と相違点が
ある。『めやす』は CEFR と同様、外国語教育の基準の枠組みとなるものでそ




いう点で『めやす』と CEFR は共通している。 
 『めやす』と CEFR の相違点は大きく分けて 3 つある。一つ目はその対象者
である。CEFR は欧州圏に居住する成人市民を対象とする一方で、『めやす』


















































また『めやす』ではこの 21 世紀型スキルの他に、2 つのプロジェクトを参考に
している。OECD によって作成された能力概念であるキー・コンピーテンシー、
そして米国の IT関連企業等の主導のもと様々な教育機関や財団が連携して成立























がほとんどなく、『提言』に含まれる 7 言語以外の L3 学習にも応用できるとい
う利点がある。 
 ここでは「「第２の外国語」学習指導要領（案）<修正版> 」の 19 ページか
ら 21 ページに挙げられている授業内容に関する記述のうち「(5)言語材料」の「エ 
文法項目」の部分を用いて Spanish Camp で実際に指導している内容との比較
を行う。 
 
表 9 『提言』の学習指導要領案と Spanish Camp教案の比較 
「第２の外国語」学習指導要領（案）
<修正版>  



































い。また saber, conocer の使い分けに
ついても取り立てて説明されること
はない。 

































































『提言』に付属の指導案は 1 週間に 1 時間の学習を 3 年間行うことを前提に作
成されているため、講座の合計時間は 105 時間を想定している。一方で Spanish 
Camp では講座の合計時間が 40-60 時間程度であるため、講座で扱える項目も














4. 今後の展望 - 日本の外国語教育の高大連携を目指して - 
 




 第 1 章で述べたように、日本の高等学校レベルの外国語教育は英語優勢の状
況が続いている。一方でヨーロッパでは、個人が複数の言語を習得する「複言
語主義」の考え方が広まり、英語以外の外国語教育が日本に比べ盛んに行われ
ている。2001 年には欧州協議会より Common European Framework of 



















































































表 10 高大連携実施例(順不同) 


























































































































て、2016 年 7 月神戸市外国語大学外国語学部イスパニア学科の学生を対象にア
ンケート調査を行っている。アンケートの回答者はスペイン語専攻の学生 1 年











ワークショップ TADESKA がある。TADESKA は Taller de Didáctica de 
Español de Kansai の頭文字からとったもので、日本語では関西スペイン語教授






























































































い教材作りを目標に、スペインの Antonio de Nebrija 大学の教授である José 
María Jiménez 先生と共同で、視聴覚教材の開発に取り組んでいる。主な教材










 最後に、本研究に際してご指導をいただいた Montserrat Sanz 先生に深く御
礼申し上げる。また、本博士論文の審査をお引き受けくださった成田瑞穂先生、
川口正通先生、立命館大学の田浦秀幸に心からの感謝の意を表したい。Spanish 
Camp 開講の際に講師として参加してくださった Santiago Rodríguez さん、
Esmeralda Barreyro さん、Ricardo Gabriel Goméz de la Fuente さん、Isabel 
Martínez さん、Yolanda Pérez さん、Pablo Couto さん、Ana Gómez さん、
Spanish Camp のアシスタント協力をしてくださった Sanz ゼミの皆様、英語レ
ベルチェックテストのネイティブチェックに協力してくださった Andrej 
Krasnansky さん、本論文のインフォーマント調査に快く協力してくださった
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Buenos días. Buenas 
tardes. Buenas noches.  
¿Cómo estás? / ¿Cómo 
está usted?  
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¿De dónde eres? / ¿De 


















¿Cuántos años tienes?/ 














39 講座の対象が高校生であることから、年齢を言う際に必要になる 0 から 20 までの数字をまず
学習する。 
40 アクティビティ案 1: ペアになって行う。サイコロを使用して出た目の数字を早く答えた方が
勝ち。何度か練習して慣れてきたら数字を順に足していく。 
アクティビティ案2: クラス全体をいくつかのグループに分けて行う。グループ内で時計回りに、














使用教材 目的・学習する文法事項 指導法 
































































使用教材 目的・学習する文法事項 指導法 

























































¿Qué hora es ahora? 



























使用教材 目的・学習する文法事項 指導法 
ビデオ 3 日目に鑑賞した映画につ
いて話す 















47  2017 年の講座ではスタジオジブリのアニメ映画『魔女の宅急便』『千と千尋の神隠し』を
スペイン語音声で上映した。講座参加者のほとんどがこれらの作品を既に日本語で鑑賞済みで















































































使用教材 目的・学習する文法事項 指導法 






















¿A qué hora desayunas?  









¿Qué quieres ser en el 
futuro? ¿Qué trabajo 





















































































51 登場人物が 3-5 人、5 分程度の寸劇の台本を使用した。学生が知っているおとぎ話を題材とし
た寸劇の台本を選び、講座の学習内容を考慮して編集を加えた。 
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¿Dónde está (una ciudad 





















¿Por qué estudiáis 






























































































使用教材 目的・学習する文法事項 指導法 









































































































 2017 年 3 月、8 月の講座では、授業で使用した AV 教材の配布を行わず、講
座期間中の週末にのみ復習用としてビデオ教材を配布したり、講座内で学習し

















[https://www.youtube.com/watch?v=kdDu8pFbnRc] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
¡Buenos días! Song to learn Spanish greetings and daily routines 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=weR8swjYNRs] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Vídeo Ele, A1; “¿Cómo se llama?” 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=62GTD0QXbiI] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
"Spanish Sitcom" Cap. 3 / Nacionalidades y países 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=JfpFDOS34yU] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
 How old are you? - ¿Cuántos años tienes? - Calico Spanish Songs for Kids  
 
[https://www.youtube.com/watch?v=FlKr_tC8YuU] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 




[https://www.youtube.com/watch?v=44KhOCpC2bM] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 
Centro De Lorca - ¡Hola! ¿Qué tal? - 01 Hola soy Elena ( El Curso de 
Español ) 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=OSqRQ2QbChg] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 
Los oficios y las profesiones con adivinanzas 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=s4qbnF0PpsM] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Colores, números y vocales para niños en español // ParaMiPeque 
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[https://www.youtube.com/watch?v=unbPV7l2_vI] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Mi hijo aprendio a contar con esta cancion - Numeros del 1 al 100 –  
 
[https://www.dailymotion.com/video/x59ttsi] (最終閲覧日 2020 年 9 月 20 日) 
Telling Time in Spanish: Decir la hora para los niños - Aprende las horas 
(aprender cómo decir la hora) 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=ie1DzBrIdO8&feature=youtu.be] ( 最終
閲覧日 2020 年 9 月 20 日) 
¿Qué hora es? Nivel A1 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=kAK7mRDuTO4] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 




[https://www.youtube.com/watch?v=StJsQOknCCY] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Hector canta a coco Recuérdame 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=EgTz1XtvKUg] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Centro De Lorca - ¡Hola! ¿Qué tal? - 09 Entradas para la ópera  
 
[https://www.youtube.com/watch?v=NSblebrx6ng] Mi rutina diaria59 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=FZgEH3pDKn8&t=37s] ( 最 終 閲 覧 日 
2020 年 9 月 20 日) 




[https://www.youtube.com/watch?v=v7mm8MC1MgY]  (最終閲覧日 2020 年
9 月 20 日) 





[https://www.youtube.com/watch?v=fGsQaqViiwU] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Me gustas tú (edited for Spanish Class) 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=6ZTOUuMU87M] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 
me gusta- mis pasatiempos 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=s581fOoHVTc] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
De mayor quiero ser médica 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=qb9AZw3piTY] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
El verbo 'ir' con los verbos infinitivos - “Vivir Mi Vida" (con letra y fotos) 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=Z608hl91G3Y] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 




[https://www.youtube.com/watch?v=DsRKoZGaoEM] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 
Colors, colors - ¡Colores, colores! - Calico Spanish Songs for Kids 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=SJ0LC4RxbCA] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Me gusta, le gusta, nos gusta 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=q6NFgOJTjoc] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
South America Countries Song 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=fAupLjNTae0] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Rock The Countries - Central America 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=fAMzu6pBDBQ] (最終閲覧日 2020 年 9
月 20 日) 
Por qué estudian español 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=RBbPffA3YlA] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
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En mi barrio hay... Nivel A1 
 
[http://www.videoele.com/A1_La-comida.html] (最終閲覧日 2020年9月20日) 
video de la comida 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=b6XSdJ4ujPs] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
La Canción de las Estaciones del Año para Niños | Videos Educativos 




[https://www.youtube.com/watch?v=Z9gsOH2X5tY] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 




COMO SOY- MI RUTINA DIARIA 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=Xie7pTBFWcg] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 





終閲覧日 2020 年 9 月 20 日) 
Animales salvajes. Nivel A2 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=OhSjoQofCiw] (最終閲覧日 2020 年 9 月
20 日) 
Aprender español: Los alimentos (nivel básico) 
 
[https://www.youtube.com/watch?v=jN-afAl89Ko] (最終閲覧日 2020年 9月 20
日) 
Donde esta Wally Intro (OP) Latino 
 
[http://videoele.com/A2_En-el-mercado.html] (最終閲覧日 2020 年 9 月 20 日) 
En el mercado. Nivel A2 
 
 
 
 
